
分子・機能情報を統合した21世紀ブロードマン脳地図作製
【文部科学省 教育研究組織改革関連プロジェクト】
認知症共生社会の道標となる脳内の分子・機能情報を統合した“脳地図”の完成を目指した
産官学連携・人材育成拠点

　アルツハイマー病などの認知症、パーキンソン病、筋萎
縮性側索硬化症、脳血管障害、これらの加齢に伴う脳の病
気の克服は急務です。これらの病気の治療法を開発するた
めには、早期で正確な診断方法が必要です。そして病気
の進行を予測し対応するためには、精密な脳地図が必要で
す。この地図には、細胞レベルの分子多様性情報に加え
て、細胞間や領域間の機能的な結びつきや解剖学的情報、
時間の経過に伴う変化も統合されている必要があります。
　このプロジェクトは、脳の病気の進行を理解する新しいひ
と脳地図の作成を出発点として、産業界、学術界、行政と
連携し、社会的な取り組みや人材育成を行い、認知症に対

する社会的な貢献を目指しています。具体的には、ひと脳
組織の一細胞解析や透明化技術、細胞の特定技術の開発、
機能的MRIを用いた脳領域のマッピングなどに取り組んで
います。
　脳研究所は、半世紀にわたって整備されてきた世界最大
級のひと疾患脳バンクを活用し、共同利用や共同研究の機
能を強化し、国内外の連携による成果をさらに高めます。
また、最新の数学やAIを活用したデータ解析を導入し、ひ
と脳資産の価値を向上させることで、多岐にわたる研究領
域を結ぶ脳疾患研究の中心として、国内外の共同研究や人
材交流を促進します。
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文部科学大臣認定制度　共同利用・共同研究拠点事業

共 利用・共同研究拠点同
　文部科学大臣が認定する「共同利用・共同
研究拠点」制度は、個々の大学の枠を越え
て、研究設備やデータ・資料等を全国の研
究者が活用して共同で研究を行うためのシス
テムです。
　新潟大学脳研究所では、平成22年4月よ
り「脳神経病理標本資源活用の先端的共同
研究拠点」として認定され、ヒト脳疾患の克
服を目指し、本研究所が所有する膨大な脳
神経疾患に関わる資源と、それに関わる専
門的な知識・技術をわが国の脳科学研究者
コミュニティに公開し、脳神経病理学とその
関連分野において多様な共同研究を創出し、
実施してきました。
　共同研究領域の広がりを踏まえて、平成
28年度から「脳神経病理資源活用の疾患病
態共同研究拠点」に拠点の名称を変更し、更
に令和4年度からは「病理リソースを活用した
脳神経病態共同研究拠点」の名称で、共同
利用・共同研究拠点として認定更新されてい
ます。本研究所に蓄積されてきた世界有数
規模の脳神経病理標本資源と最先端の脳機
能画像解析技術を基に、アルツハイマー病
等の脳神経疾患に関する脳病理・病態解析、
早期診断技術開発、進行抑制治療に向けた
橋渡し等の課題を先進的に研究し、その成
果を発信するわが国唯一の共同利用・共同
研究拠点として、世界をリードします。

病理リソースを活用した脳神経病態共同研究拠点

　令和6年度はプロジェクト型共同研究43件、連携資源利用型
共同研究13件、国際共同研究9件を採択しました。共同利用・
共同研究申請課題の詳細は、脳研究所ホームページに掲載して
います。
https://www.bri.niigata-u.ac.jp/joint/index.html

　また、複数の共同研究者が参加する、合同セミナー等を実施
している分野もあります。採択した共同利用・共同研究課題に
関する講演を共同研究者に実施していただき、共同研究の成果
や進捗状況を共有し、共同研究が円滑に進むようにサポートし
ています。
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④最先端脳画像
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